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論 文 内 容 の 要 旨
本論は卜ニ •モリスンが、『青い眼がほしい』、『スーラ』、『ソロモンの歌』、『タール• ベィビー』、 
および『パラダィス』においてギリシア悲劇を中心とする古典を利用していることを明らかにしなが 












第 3 章で扱う『ソロモンの歌』にはソフォクレスとアイスキュロスが隠されている。ミルクマン 




第 4 章は、『タール • ベィビー』をソフォクレス『アンティゴネ』との関係で論じる。作品の献辞 
が示す「養育の力」はアンティゴネの親族に対する情愛とも関係し、『アンティゴネ』にあるニ項対 
立の構図は、『タール • ベィビー』に生かされ、結末は『アンティゴネ』劇末の変容でもある。

















第 1章は『青い眼がほしい』に隠されたソフォクレスの影響を探る。第 1節では、作品構成が、『エ 
ディプス王』および部分的には『コロノスのエディブス』の劇構成に基づいていることが、詳細な対 
応表を通して立証される。作品各章後半の全知の語りの各節冒頭に置かれた3 行見出しが、ソフォ 
クレスのコロスが3 列 15名で入場して来る点から、コロス入場歌に相当するとの説は、入場歌のテ 
一マと相俟って感興をそそる。









第 4 節では、「悲劇的人物の類型」であるエディブス像が主要4 人物に投影され、彼らが黒人の典 
型となっていることが指摘される。特に、ギリシア悲劇では役者はしばしば1 人 2 役や3 人 1 役を 
演じていたことを、モリスンは古典を利用する場合の常套手段にしているという論述は、本論で古典 
の人物とモリスン作品中の人物との相関関係を検討する際の拠り所となっている。






















第 2 節と第3 節でソフォクレスの「語句の二重の意味」の観点から論じられるミルクマンの成長が、 
段階を踏んで「利己心」の放棄から「思いやり」の獲得へと至るものであるのであれば、母権制を体 
現するパイロッ卜の役割は、主人公以上にこの作品の要と言えよう。
第 2 節における、「ギターのことば」をミルクマン自身の言葉に入れ替えるという、論者が主張す 
るモリスンの仕掛けは深読みの感を禁じ得ないが、第 3 節で、ミルクマンがギターに向かって跳躍 
する姿が、『エディブス王』に見られる抽象的な跳躍と重ね合わされたとき、ミルクマンの成長とい 
う観点から、第 2 節の論者の読みは説得力を持つものになっている。
第 4 章は、従来アフリカ民話の『タール• ベイビー』との関係から論じられてきた『タール•ベ 
イビ一』には、その下敷きとして実はソフォクレスの『アンティゴネ』が用いられていると考え、両
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者の相関性を様々な角度から論証する。第 1 節では、作品の献辞に示唆された黒人女性の持つ「養 
育する力」を、クレオンに逆らってまでも兄の葬儀を行おうとする、肉親への情愛に満ちたアンティ 















第 5 章は、『パラダイス』にエウリピデスの作品が隠されていることを検証し、作品の意義を明ら 
かにする。『パラダイス』の不利な点として中心人物を欠いていることが指摘されてきたが、論者に 
よれば、それは欠点ではなく、モリスンがエウリピデスを下敷きにしている証しとなる。なぜなら、 
エウリピデスの人物は弱く、常に悩み、苦しみ、受け身だからである。第 1 節から第3 節、および 




第 4 節と第6 節でも傾聴に値する新たな読みが展開されているのだが、本章では、何と言っても 
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